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※本資料は令和２年度に実施した地質調査業務委託の成果品のため、

北側街区の状況が異なります。
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暗褐

～

暗褐灰

暗灰

暗灰

暗灰

シルト混じり砂礫を主体とした盛土及
び埋土。不規則にコンクリート塊を混
入する。コンクリート塊の最大径は掘
削長L=200㎜程度。

φ2～10㎜程度の亜円礫を主体とし、円
礫混じる。砂分を非常に多く混入し、
不規則に礫混じり砂状。掘進中は孔壁
の崩壊が顕著。   

φ2～10㎜程度の亜円礫を主体とし、円
礫混じる。最大礫径φ20㎜程度。礫間
の充填物はほとんど確認されないが、
ごく少量の細砂及び細粒分を混入。掘
進中は孔壁の崩壊が顕著。掘削水の漏
水確認される。   

φ2～10㎜程度の亜円礫を主体とし、円
礫混じる。最大礫径φ20㎜程度。礫間
は細砂～中砂及び細粒分により充填さ
れる。   

深度9.70m以浅までは掘削水の漏水が確
認される。   
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調 査 名  令和2年度沼津市営住宅今沢団地建替事業に係る地質調査業務委託 
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調 査 期 間   令和2年 6月26日～ 令和2年 7月 2日 

調 査 位 置  沼津市今沢地内 

調査目的及び調査対象  建築  構造物基礎 
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暗灰

暗灰

礫混じりシルトを主体とした盛土。コ
ンクリート片を不規則に混入。最大礫
径25㎜程度。所々、木根を混入。

粘性中ぐらい～やや強い。不規則に有
機物を混入し、そのほとんどは腐食進
行顕著。   
深度2.00～2.30m間、砂分多く混入。  

中砂～粗砂主体。全体にφ2～10㎜程度
の礫混入。細粒分少量混入。   
φ2～10㎜程度の亜円礫を主体とし、円
礫混じる。砂分多く不規則に礫混じり
砂状呈す。掘進中は孔壁崩壊顕著。   

φ2～10㎜程度の亜円礫を主体とし、円
礫混じる。礫の最大は掘削長L=50㎜程
度が確認される。礫間の充填物はほと
んど確認されず、掘進中は孔壁崩壊顕
著にみられる。含水やや多い。   

φ2～10㎜程度の亜円礫を主体とし、円
礫混じる。礫の最大は掘削長L=50㎜程
度が確認される。礫間は細砂～粗砂及
び少量の細粒分により充填される。全
体に40㎜程度の礫を多く混入する。締
まりは非常に良い。   

深度4.00～6.00m間、掘削水の漏水確認
される。   
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